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３
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育
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４
　
調
査
担
当
者
　
潮
崎
　
誠

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
官
行
跡
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
ｉ

一
四
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

福
成
寺
遺
跡
は
、
豊
岡
市
衡
地
の
西
方
約
五
ｋｍ
、
狭
長
な
奈
佐
谷
の
中
央
部

に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は
旧
但
馬
国
城
崎
郡
奈
佐
郷
に
属
し
て
お
り
、

国
府
所
在
地
の
日
高
町
国
府

ヘ

は
奈
佐
谷
か
ら
八
代
谷
を
経
て

約

一
〇
血
の
道
の
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
円
山
川
本
流
、
あ

る
い
は
海
岸
部
の
竹
野
方
面

ヘ

通
じ
る
ル
ー
ト
に
も
便
が
あ
る
。

遺
跡
の
立
地
は
、
支
谷
の
福

成
寺
谷
の
開
口
部
に
あ
た
り
、

南
面
す
る
山
裾
の
水
田
地
で
あ

る
。
標
高

一
六
ｍ
前
後
を
測
る
。

福
成
寺
遺
跡
の
調
査
は
、
団
林
営
ほ
場
整
備
に
伴
う
確
認
調
査
で
あ
り
、
豊

岡
市
教
育
委
員
会
が

一
九
八
三
年
度
の
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
た
も
の

で
あ
る
。
調
査
の
性
格
上
、
限
ら
れ
た
面
積
の
発
掘
で
は
あ

っ
た
が
、
貴
重
な

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
遺
跡
の
主
要
部
分
も
不
充
分
な
が
ら
設
計
変
更
を

行

っ
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

調
査
の
結
果
、
遺
跡
の
主
要
な
範
囲
は
東
西

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
南
北

一
〇
〇
ｍ
と

推
定
で
き
、
と
く
に
山
裾
に
寄

っ
て
建
物
跡
が
集
中
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

建
物
の
全
容
は
未
解
明
で
あ
る
が
、
径
三
Ｏ
ｃｍ
、
径
二
〇
ｔ
二
五
銅
の
柱
根
も

検
出
さ
れ
て
お
り
、
大
ま
か
に
七
ぞ
八
世
紀
代
と
平
安
時
代
の
二
期
に
分
け
ら

れ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
遺
構
で
は
柱
穴
以
外
に
若
千
の
不
明
ピ
ッ
ト
、
溝
状

落
ち
込
み
が
確
認
さ
れ
た
程
度
で
あ
る
。

遺
物
の
出
土
量
は
多
く
、
整
理
用

コ
ン
テ
ナ
に
約
六
〇
箱
ほ
ど
出
て
い
る
。

内
容
的
に
は
須
恵
器
、
土
師
器
が
大
半
を
占
め
て
い
る
が
、
木
製
品
の
遺
存
状

態
が
良
好
で
、
建
築
部
材
、
皿
、
曲
物
、
下
駄
、
横
櫛
、
糸
巻
、
斎
串
、
琴
柱

形
、
刀
子
形
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
明
り
取
り
の
松
明
と
思
わ
れ
る
焦
げ
つ
き

の
残
る
棒
状
製
品
が
お
び
た
だ
し
く
出
て
い
る
ゃ
土
器
類
で
は
、
二
彩
の
重
の

蓋
と
プ
ラ
ス
文
の
ス
タ
ン
プ
を
施
し
た
須
恵
器
の
大
型
蓋
片
が
注
目
で
き
る
遺

物
で
、
緑
釉
、
灰
釉
、
輸
入
青
白
磁
片
も
若
千
含
ま
れ
て
い
る
。
須
恵
器
に
は

漆
壷
や
、
漆
の
付
着
し
た
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。

遺
跡
の
性
格
を
示
す
遺
物
に
は
、
木
簡
の
ほ
か
に
陶
硯
が
七
点
出
土
し
て
お

(城崎)



り
、
大
型
蹄
脚
円
面
硯
の
脚
台
片
、
風
字
二
面
硯
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
石

製
鉾
二
点

（丸
柄

・
館
尾
）、
銅
製
毛
彫
文
様
金
具
が

一
点
あ
る
。
墨
書
土
器
は

三
点
あ
る
が
、
高
台
杯
の
外
底
部
に

「上
」
と
記
し
た
も
の
以
外
は
習
書
ら
し

く
、
判
読
で
き
な
い
。

そ
の
他
の
遺
物
に
は
、
土
錘
二
三
〇
点
、
須
恵
質

。
土
師
質
の
紡
錘
車
各

一

点
、
鋳
造
に
係
わ
る
小
銅
塊
二
点
、
と
り
べ
片
等
が
あ
る
。

８
　
木
簡
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釈
文

・
内
容
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①
は
調
査
区
中
央
の
グ
リ
ッ
ド
で
検
出
さ
れ
た
が
、
と
く
に
遺
構
に
伴
う
状

況
で
は
な
か
っ
た
。　
一
一
名
分
の
人
名
が
読
み
取
れ
、
上
部
に
男
性
、
下
部
に

女
性
の
名
を
記
し
て
い
る
。
平
安
時
代
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
②
は
表

採
資
料
で
あ
る
。
二
字
目
の

「前
」
以
外
は
不
明
確
で
あ
る
。
奈
良
時
代
の
も

の
で
あ
る
う
。
ω

。
②
と
も
木
簡
の
も
つ
意
味
は
判
然
と
し
な
い
。

本
遺
跡
の
成
立
時
期
は
七
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
と
考
え
ら
れ
、
木
簡

。
陶
硯

・
石
製
鋳
な
ど
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
官
衝
的
性
格
は
、
八
世
紀
以
降
に
強
ま
る

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
土
錘
や
曲
物
類
の
多
量
出
土
、
さ
ら
に
漆
壷

・
釦
塊
な

ど
か
ら
は
本
遺
跡
の
多
様
な
性
格
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
詳
細
な
検
討

は
行

っ
て
い
な
い
が
、
七
世
紀
代
の
遺
物
が
か
な
り
の
量
を
占
め
て
い
る
点
も

遺
跡
成
立
の
契
機
を
推
し
測
る
上
で
注
目
し
て
お
き
た
い
。

本
遺
跡
を
あ
え
て
但
馬
国
城
崎
郡
行
に
比
定
す
る
根
拠
は
充
分
で
な
く
、
今

の
と
こ
ろ
有
力
な
候
補
地
で
は
あ
る
が
、
郡
域
に
お
け
る
位
置
や
環
境
が
や
や

変
則
的
と
も
思
え
る
。
郡
よ
り
さ
ら
に
下
級
の
郷

・
里
と
い
っ
た
単
位
に
伴
う

可
能
性
を
含
め
、
今
後
の
検
討
に
待
ち
た
い
。
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岡
市
教
育
委
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